別紙様式
平成23年度当初予算　　　支出科目　款：総務費　項：企画開発費　目：科学技術振興費
	事業名:　中小企業技術開発支援事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　　  総合企画部 研究開発課 研究開発担当　電話番号：058-272-1111（内2487）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11162@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：3,260千円（前年度予算額：3,260千円）

	事業内容


	１　事業の内容


（１）各種技術支援事業を実施することにより、企業等が抱える課題の解決及び技術開発能力の向上を図ることができ、県内中小企業の競争力を高めることを目指す。
①中小企業技術者研修事業（工業系）
　・総合技術者研修：工業系の現場中堅技術者を対象に高度な専門的知識及び技術開発能力の習得。
　・新技術技術者研修：中小企業の明日を担う若手技術者に対して最新の技術分野に関する基礎的知識の習得。
②巡回技術指導事業
  ・定期的な技術支援により企業の底上げを図る。
③緊急課題技術支援事業
・緊急性を要するニーズに対して、現場または研究所において、短期・集中的な技術支援により問題解決を行う。

④新技術移転促進事業
・新技術に関する情報提供や新技術を導入する企業に対する支援を、研究機関が蓄積したノウハウ等を用いて行う。
    ・研究成果の企業等への導入を着実に進めるため技術研究会を開催し、情報交換や実証事業に取り組む。
（２）工業系試験研究機関が行う依頼試験に使用する機器や開放試験室において提供する機器の定期点検及び故障に対する修繕を行い、企業等の依頼に対して円滑に対応する。
	２　所要経費


技術開発支援費（任意）　3,260千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅱ ふるさと岐阜県の資源を活かした活力づくり
　１　モノをつくって、地域外からお金を稼ぐ地域をつくる
	２　これまでの取組状況


（１）下記に示す4事業を行い、研究成果の企業等への導入を着実に進めるため技術研究会を開催し、情報交換や実証事業に取り組んだ。

①中小企業技術者研修事業（工業系）
②巡回技術指導事業
③緊急課題技術支援事業
④新技術移転促進事業
（２）工業系試験研究機関が行う依頼試験に使用する機器や開放試験室において提供する機器の定期点検及び故障に対する修繕を行い、企業等の依頼に対して円滑に対応した。
	３　これまでの取組に対する評価


  巡回による定期的な技術支援や現場の緊急課題に対応した各種技術支援、研修による人材育成は、企業が抱える課題解決、技術開発能力の向上に貢献している。また、依頼試験に使用する機器や開放試験室において提供する機器の修繕により、企業等の要望に円滑に対応できていることから、今後も継続して事業を実施する必要がある。
	１月１５日時点の査定額の考え方


	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	3,260
	0
	0
	0
	0
	0
	473
	0
	2,787

	要求額
	3,260
	0
	0
	0
	0
	0
	473
	0
	2,787

	1月15日時点査定額
	3,260
	0
	0
	0
	0
	0
	473
	0
	2,787

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


